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漆谷 颯さん（第2地連芦品）沖 直哉さん（第7地連広島）

ゼッケン45番沖さん（右中段）、ゼッケン47番漆谷さん（左中段上）

労建
館会

令和5年1月8,9日の2日間
ワークピア広島(広島市南
区)で建築物石綿含有建材
調査者講習を開催します。
詳細は広島建労HPでご確
認ください。
お申込みはHPまたは地連
窓口で
申込締切は
12月9日(金)
※先着順

　

【
県
・
技
対
部
長
・
小
牧
亘
】

第
38
回
全
国
青
年
技
能
競
技
大

会
（
課
題
：
四
方
転
び
踏
み
台
）

も
昨
年
開
催
同
様
に
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
対
策
を
十
分
に
取
り
な

が
ら
、
９
月
17
日
〜
19
日
に
30

県
連
・
組
合
か
ら
56
人
の
選
手

が
参
加
し
、
群
馬
県
高
崎
市
「
Ｇ

メ
ッ
セ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
広
島
建
労
か
ら

は
、
２
人
（
第
２
地
連
の
漆
谷

颯
さ
ん
、
第
７
地
連
の
沖
直
哉

さ
ん
）
が
参
加
し
、
私
が
引
率

し
て
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
受
付
と
開
会
式
に

課
題
説
明
。
競
技
は
２
日
目
９

時
に
ス
タ
ー
ト
で
、
途
中
45
分

間
休
憩
を
は
さ
み
な
が
ら
製
図

か
ら
実
技
ま
で
を
６
時
間
以
内

に
終
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

２
日
目
の
競
技
終
了
後
は
、

全
国
の
仲
間
と
の
懇
親
会
が
予

定
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
台

風
の
接
近
に
伴
い
成
績
発
表
を

●
漆
谷
颯
さ
ん
（
第
２
地
連
）

毎
週
火
曜
日
に
「
担
い
手
育

成
事
業
」
で
練
習
し
て
き
た
お

か
げ
で
、
前
大
会
よ
り
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
挑
め
ま
し
た
。

　

入
賞
し
た
方
々
と
比
べ
る
と

見
劣
り
す
る
と
こ
ろ
ば
か
り
で
、

課
題
が
明
確
に
。
鉋
削
り
、
刃

物
の
研
ぎ
を
重
点
的
に
取
り
組

み
、
来
年
も
全
国
出
場
、
入
賞

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

●
沖
直
哉
さ
ん
（
第
７
地
連
）

★
職
業
訓
練
校
60
期
修
了
生
★

大
会
直
前
の
練
習
で
は
、
時

間
に
余
裕
が
で
き
て
上
達
し
て

い
る
感
覚
を
覚
え
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
な
ら
勝
て
る
と
思
う

も
の
が
で
き
ず
、
本
番
を
迎
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

会
場
は
程
よ
い
緊
張
感
に
包

ま
れ
て
い
て
集
中
で
き
、
競
技

は
と
て
も
楽
し
い
時
間
に
思
え

ま
し
た
。
来
年
は
金
賞
受
賞
者

に
授
与
さ
れ
る
鉋
を
目
標
に
頑

張
り
ま
す
。

選
手
の
声

待
つ
こ
と
な
く
、
我
々
は
足
早

に
帰
広
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

３
日
目
の
閉
会
式
で
は
、
作

品
展
示
と
成
績
発
表
が
行
わ
れ
、

７
地
連
の
沖
さ
ん
が
15
位
入
賞
、

２
地
連
の
漆
谷
さ
ん
が
奨
励
賞

を
獲
得
し
ま
し
た
。

第38回

　

広
島
建
労
の
選
手
２
人
は
今

回
で
２
回
目
の
全
国
大
会
挑
戦

で
、
沖
さ
ん
は
入
賞
者
中
最
も

若
い
21
才
。
（
一
社
）
広
島
県

全国技能競技大会

Ｇメッセ群馬群馬県
高崎市

本体工事
契約に至る

広
島
建
労
の
選
手
２
人
は
15
位
入
賞
と
奨
励
賞

▲投票はこちらから

YouTube配信の
全建総連競技大会の模様は

こちらから

※重複投票防止のため、投票にはGoogleアカウントが必要となっています。ご了承ください。

11/18（金）まで広島建労ホームページ上で職人川柳への応募作品の
投票を行っています。右のQRコードから投票してみてください！
（投票は複数個選択できますが、1度しか投票できません。ご注意を）

建
築
セ
ン
タ
ー
協
会

が
行
う
「
担
い
手
育

成
事
業
」
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。
こ
の

通
年
の
練
習
の
成
果

が
結
果
と
し
て
現
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

競
技
大
会
の
模
様

は
全
建
総
連
の
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信

さ
れ
て
い
ま
す
。
２

人
は
赤
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
着
用

で
競
技
を
し
て
い
て

目
立
ち
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

10
月
16
日

建労会館建設委員会
　第5回建労会館建設委員会が、10月5日（水）13時か
ら建設委員17人・設計監理者2人・全木協広島（橋本建
設）2人・書記2人の参加で開催されました。
　委員会では、第4回建設委員会以降の経過・会館解体
工事施工実施報告、設計・構造・工事見積について報告
がありました。
　会館建設にあたり、国の補助事業である「優良木造建
築物等整備推進事業」の申請を進めておりましたが、審
査の結果、採択され、補助金が確定しました。
　労働者供給事業については、検討を重ね、決定次第、
報告します。

　この度、着工していた解体工事が、10
月16日をもって無事に完了いたしました。
　全木協広島主幹事工務店の橋本建設よ
り提出された最終見積が、10月5日の建
設委員会で精査され、建設委員が各地連
へ持ち帰って協議。その後、見積内容と
今後の予定につき、10月13日の（一社）広島建築共同
職業訓練協会の臨時理事会で承認をいただきました。
　これに基づいて、10月16日に本体工事の契約に至り
ました。
　11月1日に地鎮祭を行い（広建新報12月号で掲載予
定）、11月中旬に着工の予定です。今後、本体工事に
向け進めていきます。
　本体工事金額は4億5,672万円（税込み）です。
　内部装飾品の一部は別途工事となり、12月の理事会
で広島県地域建設業共同登録機構を通じて募集をさせて
いただく予定です。

早急を有する議案等が発生しない場合は、委員会の
年内の開催はありませんが、会館建設の状況を見なが
ら、開催を決定していきます。

・10月16日に解体工事完了。
・本体工事の契約については、10月13日の理事
会承認後に契約。

主な決定事項

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

第66期
第5回

▶
広
島
建
労
Ｈ
Ｐ
は

こ
ち
ら
か
ら
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歯とお口の健康

歯科健診を無料で受診することができます。
※詳しくは建設労働組合の各地連窓口にお問い合わせください。

令和3年度より、3歳から6歳のお子様に、
「はみがきチャレンジ！」カレンダーを

送付しています。

お口のお手入れが
あなたの体を守ります 第4回

「はみがきチャレンジ！」カレンダー

 詳しい内容については、
広島建労HPの新着情報から確認できます★ ★

Ｑ1：賃金をデジタルマネーで支払い可能にするってテレビで騒いでます
が、デジタルマネーで給与を支払いってはいけないのですか？
Ａ1：賃金の支払方法は、現金払いが原則。例外として、銀行口座等も認め
られています。
　この度、政府は「デジタル給与払い」の2023年春解禁に向けて検討に乗
り出しました。
　これが解禁となると、スマートフォンアプリなどを使うデジタルマネーに
よる給与振り込みが可能になりますが、現時点でのデジタルマネーでの支払
いは認められていません。
　ただ、調査※によると、デジタル給与払いについて、「言葉も内容も理解
している」と回答したのは42.9%、「言葉は聞いたことがあるが内容は理解
していない」が37.2%で、全体の認知度は80.1%。勤務先で制度が導入され
た場合の利用意欲を聞くと、「利用しない」が28.7%、「多分利用しない」
が32.1%となり、利用意欲がない人は6割に達したとの報告があります。

※調査は全国の20～50代の男女860人を対象に、キャリアに関する調査機関「Job総
研」を運営するライボが9月21～26日にインターネットで実施。

　建築物等の解体・改修時における石
綿の事前調査結果の報告徹底につい
て、2022年4月1日から自治体等への報
告が義務化されています。報告が必要
な工事については、報告の徹底をお願
いいたします。
　また、2023年10月1日からは、有資
格者（建築物石綿含有建材調査者等）
による調査が義務化されますので、ご
注意ください。

チャレンジ期間は10月から12月の3ヵ月間となっており、完成した「はみ
がきチャレンジ！」カレンダーを返送していただく事で、「健康づくりビン
ゴ」の1マスがクリアされますので、「健康づくりビンゴ」の応募も楽しみ
になりますね！

　親子で正しい歯磨き習慣を身につけ、口の中を清潔に保つことで、虫歯
予防はもちろんのこと、これからの季節に流行る風邪やインフルエンザな
どの予防にもつながります。

　3歳から6歳にかけて、歯科受診件
数が増加しており、それらのほとん
どが、日々の歯みがきできちんと歯
垢除去ができていないことによる虫
歯などの治療となっています。
　1人で歯みがきに挑戦しているお子
様もいらっしゃると思いますが、お
子様の磨き残しのチェックなど、こ
れを機に、親子で楽しみながら、歯
みがきに取り組んでみませんか？

税金Ｑ＆Ａコーナー
◆◆◆デジタル給与23年春解禁へ◆◆◆

税金対策部

（受診件数）

（令和元年度集計）
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3歳から6歳の間に受診する件数がUP!

石綿事前調査結果報告が義務化

公演中、上野学園ホール前に設置の看板を背に集合写真撮影

劇
団
四
季「
リ
ト
ル
マ
ー
メ
イ
ド
」

夢
あ
ふ
れ
る
物
語
に
引
き
込
ま
れ
る

※劇団四季は、俳優・技術スタッフ・経営スタッフ約1,400名
で組織された、世界的に見ても最大規模の演劇集団。日本国
内に専用劇場を持ち、ストレートプレイ（芝居）、オリジナル
ミュージカル、海外ミュージカル、ファミリーミュージカル
など幅広いレパートリーを上演しています。年間の総公演回
数は3,000回以上、総観客数は300万人を超えます。

主
婦
の
会
・
県
内
交
流
集
会

　

【
県
・
主
婦
の
会
副
会
長
・

中
井
俊
予
】
10
月
７
日(

金)

、

主
婦
の
会
で
は
久
し
ぶ
り
に
県

内
交
流
集
会
を
開
催
し
、
上
野

学
園
ホ
ー
ル
で
、
劇
団
四
季
※

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
リ
ト
ル
マ
ー

メ
イ
ド
」
の
観
劇
を
し
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
県
・
原
委
員
長
、

県
・
藤
岡
書
記
長
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
総
勢
60
人
が
12

時
30
分
に
現
地
へ
集
合
。
参
加

者
へ
は
地
連
ご
と
に
各
地
連
会

長
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
を
渡
し
、
集

合
写
真
を
撮
り
会
場
へ
。

　

開
演
は
13
時
30
分
。
い
よ
い

よ
始
ま
り
ま
す
。
途
中
20
分
の

休
憩
を
は
さ
み
、
16
時
20
分
に

終
了
し
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
華
や
か
な
舞

台
、
ま
る
で
海
の
中
に
い
る
よ

う
な
感
覚
、
夢
あ
ふ
れ
る
物
語

に
引
き
込
ま
れ
、
役
者
さ
ん
の

歌
声
、
声
量
が
素
晴
ら
し
く
、

ダ
ン
ス
に
も
感
動
で
し
た
。
何

度
も
の
拍
手
と
カ
ー
テ
ン
コ
ー

ル
に
、
「
音
楽
っ
て
良
い
な
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
っ
て
良
い
な
」

と
改
め
て
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

　

午
前
中
は
曇
り
空
で
お
天
気

が
心
配
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の

思
い
が
通
じ
た
の
か
晴
れ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
の
２
年

間
は
県
内
交
流
集
会
を
計
画
し

て
は
中
止
し
、
今
回
も
本
当
に

開
催
で
き
る
の
か
と
心
配
し
て

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

い
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力

も
あ
っ
て
欠
席
者
も
な
く
、
よ

う
や
く
３
年
目
に
し
て
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
ま
た
、

こ
う
い
う
楽
し
い
企
画
を
待
っ

て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
主
婦
の
会
の
皆
さ

ん
と
、
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
て
良
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。
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51015202530354045建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

高 額 療 養 費

高額介護合算療養費について

◎高額療養費の支給
1ヶ月に支払った医療費の一部負担金が所得の区分（別表参照）ごとの自己

負担限度額を超えた場合、建設国保に申請していただくと、その超えた金額
が高額療養費として支給されます。

◎限度額適用認定証等
70歳未満で所得のある世帯の方、または70歳以上の方で所得区分「現役

並みⅡ・現役並みⅠ」に該当の方が入院・通院等で高額な医療費が生じる場
合は、『限度額適用認定証』を、70歳未満で非課税世帯の方、または70歳以
上の方で所得区分「低所得Ⅱ・低所得Ⅰ」に該当の方が入院・通院等される
場合は『限度額適用・標準負担額減額認定証』を、保険証と一緒に医療機関
等の窓口に提示していただくと、窓口で支払う一部負担金は自己負担限度額

（別表参照）までとなり、負担額が軽減されることになります。なお、令和3
年10月20日よりオンライン資格確認（※1）が本格運用開始となったことで、
オンライン資格確認システムが導入されている医療機関、薬局等（※2）では
マイナンバーカードによる限度額適用区分の確認が本人同意のもと可能とな
り、被保険者証、前期高齢者受給者証、限度額適用認定証等の提示が不要と
なります。（※3）

（※1）オンライン資格確認とは、医療機関や薬局等の窓口でマイナンバーカー
ドを提示することで、マイナンバーによる情報連携を活用し、健康保険の資格
等の確認が可能となるシステムです。

◎自己負担限度額　年齢や所得・課税額などによって異なります。
■70歳未満…世帯で21,000円以上の一部負担金は合わせて計算

（※1）人工透析治療が必要な慢性腎不全の方は20,000円、そ
の他の特定疾病の方は10,000円

（※2）以下のいずれかに該当する場合は「一般」となります。
ただし①の場合、申請が必要となります。
①判定対象者の収入合計が383万円未満、判定対象者が2名以
上の場合は判定対象者の合計収入が520万円未満
②旧ただし書所得の合計額が210万円以下（世帯に属する70
歳以上の被保険者に適用）

（※3）「限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関の窓
口で提示されない場合は、「一般」の自己負担限度額で徴収さ
れる為、所属の地域連合で証交付の手続きを行ってください。

（※4）7月31日時点で所得区分が「一般」又は「低所得I・Ⅱ」
の方については、1年間（8月～翌7月）の外来療養に係る自
己負担額の合計が144,000円を超えた場合、その超えた金額
が申請により支給されます。

（※5）「限度額適用認定証」を医療機関の窓口で提示されな
い場合は、「現役並みⅢ」の自己負担限度額で徴収される為、
所属の地域連合で証交付の手続きを行ってください。
★オンライン資格確認システム導入医療機関等でマイナン

バーカードによるオンライン資格確認がされている場合は
「限度額適用認定証」・「限度額適用・標準負担額減額認定証」
の提示は必要ありません。

★多数該当とは、過去12ヶ月間で高額療養費の支給が4回目
以降の場合

★高額療養費の対象となる一部負担金
保険診療になっている治療費が対象で、食事代や差額ベッ
ド代は含まれません。
それを暦月ごと、医療機関ごと、入院・通院は別々に計算。

★特定疾病療養受療証
血友病や慢性腎不全などの特定疾病の治療を受ける場合、
建設国保が交付する「特定疾病療養受療証」を医療機関の
窓口で提示する必要があります。該当の方は、所属の地域
連合で証交付の手続きを行ってください。

◎旧ただし書所得＝総所得金額等から基礎控除額を差引いた額
■70歳以上…外来のみは個人ごとに計算、世帯では全ての一部負担金を合わせて計算

　医療保険と介護保険の両方を利用する世帯において、医療保険及び介護保険の自己負担の合計が著しく高額となり一定額を超えた場合、その超えた
額が「高額介護合算療養費」として支給されます。

（医療保険ごとに自己負担額が合算される為、同一世帯において異なる医療保険に加入している方とは合算されません）
＊自己負担限度額（8月1日から翌年7月31日までの1年分を合算します。）

■
70
歳
未
満
の
人

■
70
歳
か
ら
74
歳
の
人◎旧ただし書所得＝総所得金額等から基礎控除額を差引いた額

ア／旧ただし書所得901万円超 212万円
イ／旧ただし書所得600万円超～901万円以下 141万円
ウ／旧ただし書所得210万円超～600万円以下 67万円
エ／旧ただし書所得210万円以下 60万円
オ／住民税非課税 34万円

現役並みⅢ（課税所得が690万円以上） 212万円
現役並みⅡ（課税所得が380万円以上） 141万円
現役並みⅠ（課税所得が145万円以上） 67万円
一般（現役並みにも低所得にも該当しない） 56万円
低所得Ⅱ（世帯全員が住民税非課税） 31万円
低所得Ⅰ（世帯全員が住民税非課税で所得もない） 19万円

区分
自己負担限度額（単位：円）

外来 入院、外来＋
入院（世帯全体）

多数
該当

特定
疾病

現役並み所得Ⅲ
（課税所得が690万円以上）

252,600＋
（総医療費−842,000）×1％ 140,100

10,000

現役並み所得Ⅱ
（課税所得が380万円以上）

167,400＋
（総医療費−558,000）×1％（※5） 93,000

現役並み所得Ⅰ（※2）
（課税所得が145万円以上）

80,100＋
（総医療費−267,000）×1％（※5） 44,400

一般
（課税所得が145万円未満等）

18,000
（※4） 57,600 44,400

低所得Ⅱ
（世帯全員が住民税非課税） 8,000

（※4）

24,600（※3）

低所得Ⅰ
（世帯全員が住民税非課税で所得もない） 15,000（※3）

区分
自己負担限度額（単位：円）

基準額 多数
該当

特定
疾病

上位所得者①
（旧ただし書所得901万円超）

252,600＋
（総医療費−842,000）×1％ 140,100

（※1）
上位所得者②

（旧ただし書所得600万円～901万円以下）
167,400＋

（総医療費−558,000）×1％ 93,000

一般①
（旧ただし書所得210万円～600万円以下）

80,100＋
（総医療費−267,000）×1％

44,400
10,000一般②

（旧ただし書所得210万円以下） 57,600

非課税
（世帯全員が住民税非課税） 35,400 24,600

別　表

（※2）対象医療機関等につきましては直接ご確認いただくか、厚生労働省の
ホームページよりご確認いただけます。

（※3）マイナンバーカードを被保険者証等として使用する場合は、事前にマイ
ナポータルでの登録手続きが必要となります。また、オンライン資格確認シス
テムが未導入の医療機関、薬局等では、従来通り各証等の提示が必要となりま
すので、限度額適用認定証等が必要な場合は建設労働組合の各地域連合窓口に
て申請をお願いします。
★「70歳未満で非課税世帯の方・低所得Ⅱ・低所得Ⅰ」の方については、食事
療養費も軽減されます。
★自己負担限度額を超えた高額療養費の部分については、建設国保が直接医療
機関に支払います。
◎高額な医療費支払いのための資金貸付制度

高額療養費は、病院からくる医療費の請求をもとに計算して支給となりま
すが、その医療費の請求がくるのは、早くても受診月から2ヶ月後となって
いて、高額療養費が支給されるまでかなりの時間がかかります。そこで建設
国保では、高額な医療費を支払うための当座の資金を組合員さんに無利子で
お貸しする制度を設けています。

　　貸付金額は、高額療養費として支給される見込みの金額の8割相当の額です。
★組合員さん並びに届け出事項に該当するご家族の個人番号が必要となりま
すので、個人番号の確認できる書類（個人番号カード、個人番号通知カード、
住民票など）も必ずご持参下さい。

2022年（令和4年）11 月 10 日 発行第 778 号 昭和41年７月11日第三種郵便物認可第3433号（3）
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15
日　

第
１
地
連
料
理
教
室

18
日　

第
７
地
連
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
書
き
方
説
明
会

20
日　

足
場
の
特
別
教
育(

草
津
事
務
所)

　
　
　

第
１
地
連
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別
教
育

　
　
　

第
７
地
連
第
３
回
地
区
対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
　

第
８
地
連
第
４
回
特
定
健
診
、
節
目
が
ん
検
診

23
日　

第
７
地
連
福
寿
会

24
日　

青
年
部
長
会
議

25
日　

主
婦
の
会
会
長
会
議

29
日　

監
査
会

　
30
日　

第
３
地
連
税
金
学
習
会

　
１
日　

四
役
・
財
政
部
会

　
２
日　

第
７
地
連
オ
シ
ャ
レ
し
め
縄
講
習
会

　
３
日　

第
４
地
連
特
定
健
診
、
節
目
が
ん
検
診

　
　
　

(

三
原
地
区)

　
　
　
　

第
８
地
連
女
性
会
一
日
教
室

　
４
日　

第
４
地
連
特
定
健
診
、
節
目
が
ん
・

ア
ス
ベ
ス
ト
検
診(

三
原
地
区)

　
　
　
　

第
７
地
連
イ
ン
ボ
イ
ス
説
明
会

　
５
日　

四
役
会
議

　
７
日　

四
役
・
地
連
長
会
議

11
日　

第
７
地
連
特
定
健
診

　
　
　

(

祇
園
・
安
古
市
地
区)

　
　
　

第
11
地
連
税
金
学
習
会

14
日　

(

一
社)

訓
練
・
建
築
セ
ン
タ
ー
協
会
理
事
会

18
日　

第
８
地
連
門
松
作
り

21
日　

第
７
地
連
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
書
き
方
説
明
会
、

　
　
　

簡
単
着
付
け
教
室

22
日　

第
３
０
６
回
執
行
委
員
会

25
日　

第
６
地
連
門
松
製
作
、
ミ
ニ
門
松
講
習
会

29
日
〜
１
月
４
日　

年
末
・
年
始
休
み

※
あ
く
ま
で
予
定
で
す(

後
日
変
更
あ
り)

。
詳
細
は
県
本

部
ま
た
は
所
属
の
地
連
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内　容 件数
工 具 ・ 機 械 ２
転 墜 落 ２
転 倒 ２
交 通 事 故 １
そ の 他 １

計 ８

地連名 件数
第 ２ 地 連 芦 品 １
第 ７ 地 連 広 島 （１）
第 ８ 地 連 広 島 西 １ （２）
第10地 連 高 陽 ２ （１）

計 ４ （４）
（　） 内は一人親方

労災事故発生原因

「カンガルーマーク」
クイズ

10月1日の
組織人員
12,082人

紙
面
に
複
数
個
の
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
の
総
数
（
写
真
内
の
も
の
は
含
ま
な
い
）
を
お
答

え
く
だ
さ
い
。ハ
ガ
キ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
に
、「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
の
総
数
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属
地
連
名
・『
広
建
新
報
』
に
つ

い
て
ひ
と
こ
と
感
想
」
を
明
記
し
て
、
広
島
建
労
・
県
本
部
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
応
募
可
能
〈
「
組
合
員
専
用
」
ペ
ー
ジ
〉
で
す
。
抽

選
の
上
、
10
人
の
方
へ
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
応
募
締
め

切
り
は
今
月
末
（
消
印
有
効
）
ま
で
で
す
（
正
解
：
10
月
号
は
４
個
）
。

▼
11
〜
12
月
の
行
事
予
定
▲

労働災害地連別件数一覧表
令和4年9月分

労災保険に入りましょう

久しぶりの仲間との再会に皆さん笑顔

参
加
者
全
員
集
合
!!

角
材
の
寸
法
を
細
か
く
確
認

９
月
18
日
三
次
会
場
の
様
子

多
目
的
収
納
ボ
ッ
ク
ス
を

完
成
さ
せ
た
小
学
生
た
ち

11月12月

青
年
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

２
年
ぶ
り
に
25
人
参
加

こ
ど
も
木
工
教
室
で

角
材
使
用
の
木
の
イ
ス

親
子
木
工
教
室
に
22
人

便
利
ボ
ッ
ク
ス
に
釘
打
ち

３
年
ぶ
り
に
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

久
々
に
会
う
仲
間
と
プ
レ
ー

　

【
副
地
連
長
・
柿
田
正
昭
】

８
月
28
日(

日)

に
第
５
地
連
瀬

戸
内
は
、
坂
町
ア
セ
ン
ブ
リ
ホ
ー

●
高
田
会
場
＝
建
労
高
田
支
所

９
月
12
日(

月)

９
〜
12
時

　

特
定
健
診
44
人

●
三
次
会
場
＝
み
よ
し
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー

９
月
18
日(

日)

９
〜
15
時

　

特
定
健
診
88
人

　

健
康
相
談
21
人

ア
ス
ベ
ス
ト
検
診
22
人

　

【
大
工
技
術
専
門
委
員
・

西
濵
恭
兵
】
８
月
21
日(
日)

に
、
能
美
市
民
セ
ン
タ
ー
で

「
こ
ど
も
木
工
教
室
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
と
保
護
者
の
方

11
人
に
参
加
を
い
た
だ
き
、

組
合
員
６
人
で
講
師
を
務
め

ま
し
た
。

　

今
年
は
角
材
を
使
っ
た
「
木

の
イ
ス
」
を
作
製
。
差
金
で

　

【
青
年
部
長
・
深
田
一
見
】

第
１
地
連
福
山
・
青
年
部
で
は
、

９
月
25
日(

日)

、
福
山
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
実

施
で
き
な
く
て
２
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
、
25
人
に
参
加
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
連
長
賞
、
書
記
長
賞
、
と

び
賞
、
ニ
ア
ピ
ン
賞
等
、
多
数

の
賞
を
準
備
し
、
皆
さ
ん
に
大

変
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
德
田
和

信
】
９
月
21
日(

水)

８
時
15
分

よ
り
、
広
島
安
佐
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
に
お
い
て
「
第
14
回
第
７
地

連
広
島
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
38

人
の
参
加
で
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
２
日
前
の
台
風
14
号

ル
で
小
学
生
対
象
の
親
子
木
工

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
多
目
的
収
納
ボ
ッ
ク

ス
で
、
ひ
っ
く
り
返
す
と
腰
掛

け
や
踏
み
台
に
も
な
る
便
利
な

ボ
ッ
ク
ス
で
す
。

　

組
合
員
６
人
が
指
導
を
行
い
、

畝
本
地
連
長
、
不
動
支
部
長
も

参
加
。
午
前
９
時
か
ら
12
時
ま

で
３
回
に
分
け
て
行
い
、
22
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

釘
を
打
つ
作
業
で
す
が
、
平

素
金
槌
を
持
っ
た
こ
と
の
な
い

子
供
さ
ん
が
多
く
、
手
取
り
足

取
り
で
組
合
員
さ
ん
が
手
伝
っ

て
形
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
低

学
年
の
子
供
さ
ん
は
、
お
父
さ

　

【
倉
田
正
義
】
第
11
地
連
三

次
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
３

年
目
と
な
る
特
定
健
診
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
検
査
前
の
服
の
脱
着

が
な
く
な
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
検

寸
法
を
取
り
、
ま
っ
す
ぐ
な

線
を
引
き
、
鋸
で
切
っ
て
い

き
ま
す
。

　

最
初
は
道
具
の
使
い
方
が

ぎ
こ
ち
な
く
難
し
そ
う
に
し

て
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん

慣
れ
て
い
き
、
夢
中
に
な
っ

て
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

組
み
立
て
は
イ
ン
パ
ク
ト

ド
ラ
イ
バ
ー
と
ビ
ス
を
使
っ

て
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。
普

段
、
プ
ロ
の
工
具
に
触
れ
る

　

成
績
の
良
か
っ
た
人
、
悪
か
っ

た
人
、
来
年
こ
そ
は
と
言
わ
れ

る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
実

の
影
響
な
く
気
温
が
下
が
り
、

と
て
も
良
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
で
行
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
に

会
う
仲
間
と
プ
レ
ー
を
し
な
が

ら
の
会
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
を

い
た
だ
き
な
が
ら
行
わ
れ
、
優

勝
は
安
古
市
地
区
の
今
村
鐘
次

第１地連第１地連
福 山福 山

第６地連第６地連
江 田 島江 田 島

第５地連第５地連
瀬 戸 内瀬 戸 内

第７地連第７地連
広 島広 島

令和３年度・佳作

「
安
」心
を

「
全
」員
で

つ
か
む

ゼ
ロ
災
害

労働安全標語

第２地連芦品
渡邉　竜司さん

施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
ん
で
し
た
。

　

来
年
は
も
っ
と
多
く
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
建
労
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

ん
お
母
さ
ん
が
一
緒
に
釘
を
打

ち
ま
し
た
。
皆
さ
ん
大
変
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

　

今
年
２
回
目
で
６
月
に
も
参

加
し
た
子
供
さ
ん
は
、
さ
す
が

に
慣
れ
て
い
て
上
手
に
釘
を
打

査
が
で
き
て
楽
で
し
た
。

　

い
つ
も
は
健
診
が
終
わ
る
と

座
談
会
を
し
て
「
久
し
ぶ
り
に

会
え
て
元
気
で
良
か
っ
た
」
と

な
る
の
で
す
が
、
今
年
も
コ
ロ

ナ
禍
と
な
る
と
「
じ
ゃ
ー
、
ま

機
会
が
な
い
子
供
達
に
と
っ
て

は
、
新
鮮
で
貴
重
な
体
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

見
本
通
り
の
イ
ス
に
仕
上
が
っ

た
あ
と
、
余
っ
た
材
料
や
切
れ

端
を
利
用
し
て
「
ひ
じ
置
き
」

を
付
け
た
り
、
座
面
の
下
に
物

を
置
け
る
よ
う
に
し
た
り
、
各

自
が
工
夫
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

イ
ス
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
も
保
護
者
の
皆
さ

ち
完
成
も
早
か
っ
た
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
「
次
回
も
参
加

し
た
い
ね
」
と
言
わ
れ
解
散
し

ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ん
も
「
と
て
も
楽
し
く
、
出
来

上
が
り
に
大
満
足
し
た
」
と
言
っ

て
く
だ
さ
り
、
有
意
義
な
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
の

方
か
ら
は
「
夏
休
み
の
恒
例
行

事
と
し
て
皆
さ
ん
楽
し
み
に
し

て
い
る
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
し

て
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
の
」
と
、
手
を
上
げ

別
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
し
情
報
交
換
も
で
き

ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
が
一

時
も
早
く
収
束
し
、
皆

さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
会
話

が
出
来
る
よ
う
な
特
定

健
診
は
い
つ
に
な
る
の

か
と
を
思
い
な
が
ら
会

場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

少
し
で
も
、
組
合
員

さ
ん
と
の
和
合
の
で
き

る
環
境
に
早
く
な
り
ま

す
よ
う
に
！

コロナ禍3年目の健診
服の着脱廃止で楽に

第11地連三次
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